
京都に集まった約3万枚以上のカラフルな付箋を「六角堂頂法寺」にてご祈祷

<イベントレポート>

『オミクロン早く終われ〜』 『家族みんなが健康で元気に過ごせますように』
ホテルロビーの壁面から始まった、思いを書き留めた付箋アートプロジェクト「サブウェイセラピー」
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エースホテル京都

エースホテル京都(所在地:京都市中京区、総支配人 ニコラス=ジェームス・ブラック)は、 ２０２１年５月から２０２２年２月８日
（木）の期間、ホテルロビー １階の奥に色とりどりの付箋とペンを設置し、今の自分の想いを付箋につづり、ロビーの壁面に
貼ることにより不安やストレスを和らげポジティブなパワーに変えるアート・プロジェクト「Subway Therapy（サブウェイセラピ
ー）」を実施してきました。

サブウェイセラピーは、度重なる緊急事態宣言や変異株の発生、日々の生活での不安だけではなく、コロナ後の夢や旅
することや楽しむことへの期待や希望の声が多く見られ、多くの人が集うホテルに訪れたゲストをアートのチカラで『STAY 
POSITIVE(ステイ・ポジティブ)』にできるようにと願い、付箋とペンをロビー付近に用意し、地元の方々をはじめ多くの人たち
に参加していただけ、約３万枚の思いが書かれたカラフルな付箋をホテルの壁面に展示してきました。

同アート・プロジェクトに共感し、賛同いただいた、大丸京都店をはじめ、QUESTION（京都信用金庫）、大垣書店京都本
店、NHK京都、京都市交通局など、京都市内で広く実施し、最終的には、約３万１０００枚の思い書いた付箋が集まりました。
集めた付箋（約３万１０００枚）の思いと願いが叶うように、「六角堂頂法寺」へ運び、執事の田中 良宣氏と共に祈りを捧げる
祈祷式を２月１０日（木）に実施しました。

アメリカ・ニューヨーク発の「Subway Therapy(サブウェイ セラピー)」は、ブルックリン在住のアーティスト、マシュー・チャベ
ス氏が発案したアート・プロジェクトです。 ２０１６年に米ニューヨークの地下鉄で行われた「サブウェイ セラピー」は、地下鉄
を行き交う人たちが自由に胸の内を吐露することでストレスや不安を和らげることを目的とし行われてきました。

マシュー・チャベス氏より、「エースホテルがサブウェイセラピーを始めると聞いた時、ものすごく嬉しかったです。私はサブウ
ェイセラピーを始めて、いろんな人と繋がったり、さまざまな気持ちが集まる場所になりました。このようなきっかけを日本でも
作ってくれたマギー・ジェイムスさんとエースホテルにとても感謝しています。たった一人の思いを付箋に書くところから始まり
、それが一万枚以上になり、書いた人たちの気持ちと繋がることができるのは、とても美しいことだと思います。皆さんが書い
てくれた付箋を受け取ったら、世界各国から集まった6万枚以上の付箋とともにサブウェイセラピーのオンラインサイトで公開
したいと思います。そして近いうちにアメリカで展示会を開いて皆さんの思いが書かれた付箋を見せたいと思っています。ま
た、世界を自由に旅することができる状況になった時は、付箋を持って、京都に行き、いろんな日本の場所で展示したいと思
っています。サブウェイセラピーに参加してくれた皆さん、ありがとうございました。一人ひとりの素敵なメッセージでこの大きな
作品が完成しました。皆さんがこのサブウェイセラピーにおける真のアーティストです。」とコメント。

今後もエースホテル京都では、ホテル宿泊を通してだけではなく、『あそこにいけば何かおもしろいものと出合え、インスピレ
ーションがわく』、そんな風に思ってもらえる場所を目指し、様々なカルチャーイベントを発信して参ります。

サブウェイセラピーに関する素材はこちらのリンクよりダウンロード可能です。
https://bit.ly/3Bji7Z7

https://bit.ly/3Bji7Z7
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サブウェイセラピー発案者 ： マシュー・チャベス（Matthew Chavez）

アメリカ・ニューヨーク発の「Subway Therapy(サブウェイ セラピー)」は、
ブルックリン在住のアーティスト、マシュー・チャベス氏が考案したアート・プロジェクトです。 ２０１
６年に米ニューヨークの地下鉄で行われた「サブウェイ セラピー」は、地下鉄を行き交う人たち
が自由に胸の内を吐露することでストレスや不安を和らげることを目的とし行われてきました。

サブウェイセラピー www.subwaytherapy.com

http://www.subwaytherapy.com/


エースホテル京都について

名 称
住 所
開 業 日
総 客 室 数
料 飲 施 設
その他施設
駐 車 場 なし

＜ホテル概要＞

1999年米国シアトルで若いクリエイター集団によってスタートして以来、Ace Hotel、Maison de la Luz を始めとする系列ホテル
を開発・運営。現在までアメリカ国内8店を展開。アートや音楽を軸に、クリエイティビティあふれるインテリアデザインや、広く開
かれたロビースペースの活用などで、旅行者だけでなくコミュニティと結びついたそれまでになかった形のホテルとして日本でも
注目を浴びてきたホテル。エースホテル京都は初のアジア及び日本出店となり、今後もアメリカ国外での出店を目指す。

コンセプトが「East Meets West」のエースホテル京都は、著名建築家・隈研吾氏、長年のパートナーであるコミューンデザインと
のコラボレーションにより、「イースト ミーツ ウエスト」というコンセプトのもとデザインされた。日本とアメリカ西海岸のアーティスト
や職人によるクラフト、自然、地域の素材、カスタムアート。「美的哲学、アイデアと伝統」がバランスよく融合された、新しい感覚
の空間・アート作品を、宴会場、客室だけでなく館内のいたる所に配置。

エースホテル京都（日本語表記） ／ Ace Hotel Kyoto（英語表記）
京都府京都市中京区車屋町245-2 新風館内
2020年6月11日
213室(客室部分2階〜7階、保存棟26室、新築棟187室)
レストラン3店舗(うち1店は営業開始2022年予定)、コーヒーショップ1店
オリジナルグッズショップ、ギャラリー、宴会場1、会議室3、ルーフトップ、屋上庭園、フィットネス・ジム、フォトブース

【エースホテル京都公式サイト URL】
https://jp.acehotel.com/kyoto/

【エースホテル京都に関するお問い合わせ先】
MAIL: reservations.kyo@acehotel.com
TEL  : 075-229-9000

＜本件に関する報道関係者のお問合せ先＞

「エースホテル京都」 担当： 中村ケニー、（林亜希子）
TEL： 075 229 9002 E‐mail： press.kyoto@acehotel.com
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